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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期

第１四半期累計期間
第47期

第１四半期累計期間
第46期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 839,585 927,180 4,129,036

経常利益(千円) 5,458 4,735 173,757

四半期純損失（△）又は当期純利

益（千円）
△1,051 △6,791 40,570

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 630,500 630,500 630,500

発行済株式総数（株） 4,810,000 4,810,000 4,810,000

純資産額（千円） 2,159,244 2,143,815 2,202,774

総資産額（千円） 3,890,108 4,037,419 4,202,600

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は１株当たり当期純利益

金額（円）

△0.22 △1.41 8.44

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 10.00

自己資本比率（％） 55.5 53.1 52.4

　（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

　　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第46期第１四半期累計期間及び第47期第１四

半期累計期間は１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在しないため、第46期は潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　 当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

なお、当第１四半期会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は「第４経理の状況 １　四半期

財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。  

　

２【経営上の重要な契約等】

　 当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。
 
(1) 業績の状況

  当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、一部に緩やかな景気回復の兆しがみられたものの、欧州の財政危  

機を背景にした円高の長期化などにより、先行き不透明な状況で推移いたしました。

  情報サービス産業においても、ユーザー企業の情報化投資に対する慎重な姿勢が続いており、受注獲得や受注価格

の面で競争が激化するなど、厳しい経営環境で推移いたしました。

  このような状況の中、当社は新規顧客の獲得を含めた受注拡大を目指して営業力を強化するとともに、品質管理を

徹底して顧客へのサービス価値の維持・向上に努め、受注獲得の面では概ね堅調に推移いたしました。

  利益の面では、受注価格が厳しさを増す中、開発要員の不稼働による損失防止やプロジェクトの採算悪化防止に努

めるとともに、販売費及び一般管理費の経費節減に注力してまいりました。

  その結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高927百万円（前年同期比10.4％増）、営業利益1百万円（前年同期

比94.3％増）、経常利益4百万円（前年同期比13.2％減）、四半期純損失6百万円（前年同期は四半期純損失1百万円）

となりました。

　

  セグメントの業績は、次のとおりであります。

  なお、当第１四半期会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較については、前

年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

　

① ソフトウェア開発事業

ソフトウェア開発事業は、売上高907百万円（前年同期比11.6％増）、売上総利益90百万円（前年同期比5.8％

増）となりました。

　

② 入力データ作成事業

入力データ作成事業は、売上高20百万円（前年同期比24.4％減）、売上総損失3百万円（前年同期は売上総利益2

百万円）となりました。

　

 

(2)財政状態の状況

（流動資産）

当第１四半期会計期間末における流動資産は3,087百万円（前事業年度末比156百万円減少）となりました。主な

要因は現金及び預金が減少したことによります。

　

（固定資産）

当第１四半期会計期間末における固定資産は949百万円（同8百万円減少）となりました。主な要因はソフトウエ

ア及び投資有価証券が減少したことによります。

その結果、当第１四半期会計期間末における資産合計は4,037百万円（同165百万円減少）となりました。

　

（流動負債）

当第１四半期会計期間末における流動負債は437百万円（同110百万円減少）となりました。主な要因は賞与引当

金が減少したことによります。

　

（固定負債）

当第１四半期会計期間末における固定負債は1,456百万円（同4百万円増加）となりました。これは退職給付引当

金が増加したことによります。

　

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産合計は2,143百万円（同58百万円減少）となりました。主な要因は配当

金の支払48百万円による利益剰余金の減少であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,810,000 4,810,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

100株　

計 4,810,000 4,810,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 

平成24年４月１日～

平成24年６月30日

 

－ 4,810,000 － 630,500 － 553,700

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。　

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － 　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　－

議決権制限株式（自己株式等） － 　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　－

議決権制限株式（その他） － － 　　　　　　　　　－

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　3,700 　　　　　　　　　－ 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式　　4,806,100 48,061同上　　　　　　　　

単元未満株式 普通株式　　　　　200 　　　　　　　　　－
一単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 4,810,000　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　－

総株主の議決権 － 48,061 　　　　　　　　－

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式91株が含まれております。 

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社　昭和システム

エンジニアリング

東京都中央区日本橋小伝

馬町15番18号
3,700 － 3,700 0.07

計 － 3,700 － 3,700 0.07

　 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成24年４月１日から平成24年

６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、監査法人大手門会計事務所による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,684,013 2,546,928

売掛金 435,004 355,898

仕掛品 5,452 71,664

その他 119,655 113,006

流動資産合計 3,244,125 3,087,497

固定資産

有形固定資産 141,530 140,790

無形固定資産 49,656 45,151

投資その他の資産

繰延税金資産 503,053 506,849

その他 335,914 328,810

貸倒引当金 △71,680 △71,680

投資その他の資産合計 767,287 763,980

固定資産合計 958,474 949,922

資産合計 4,202,600 4,037,419

負債の部

流動負債

買掛金 109,297 96,609

未払法人税等 57,572 3,398

賞与引当金 210,986 97,621

その他 170,177 239,817

流動負債合計 548,034 437,447

固定負債

役員退職慰労未払金 62,689 62,689

退職給付引当金 1,389,102 1,393,466

固定負債合計 1,451,792 1,456,156

負債合計 1,999,826 1,893,603

純資産の部

株主資本

資本金 630,500 630,500

資本剰余金 553,700 553,700

利益剰余金 1,200,536 1,145,683

自己株式 △1,352 △1,352

株主資本合計 2,383,383 2,328,530

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,230 △5,336

土地再評価差額金 △179,378 △179,378

評価・換算差額等合計 △180,609 △184,714

純資産合計 2,202,774 2,143,815

負債純資産合計 4,202,600 4,037,419
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 839,585 927,180

売上原価 751,754 840,650

売上総利益 87,830 86,529

販売費及び一般管理費 87,039 84,991

営業利益 791 1,537

営業外収益

受取利息 799 718

受取配当金 1,496 1,054

助成金収入 1,690 －

雑収入 681 1,440

営業外収益合計 4,667 3,212

営業外費用

固定資産除却損 － 14

営業外費用合計 － 14

経常利益 5,458 4,735

特別損失

ゴルフ会員権評価損 2,600 －

特別損失合計 2,600 －

税引前四半期純利益 2,858 4,735

法人税、住民税及び事業税 1,047 1,047

法人税等調整額 2,861 10,478

法人税等合計 3,909 11,526

四半期純損失（△） △1,051 △6,791
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　　

 
前第１四半期累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

減価償却費 6,529千円 6,170千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 48,062 10平成23年３月31日平成23年６月27日利益剰余金　

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月22日

定時株主総会
普通株式 48,062 10平成24年3月31日平成24年6月25日利益剰余金　

　

（持分法損益等）

　前第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　該当事項はありません。

　

　当第１四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
ソフトウエア開発 入力データ作成

売　　上　　高 812,906 26,678 839,585

セグメント利益 85,362 2,468 87,830

（注）セグメント利益の合計は、四半期損益計算書の売上総利益と同額になっております。　　　

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
ソフトウエア開発 入力データ作成

売　　上　　高 907,006 20,173 927,180

セグメント利益又は

セグメント損失（△)
90,330 △3,801 86,529

（注）セグメント利益又はセグメント損失（△)の合計は、四半期損益計算書の売上総利益と同額になってお

ります。　

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期会計期間から、「受託計算」については量的に僅少となり、マネジメント・アプローチ

による区分を変更したため、報告セグメントとして記載しない方法に変更しております。なお、従来の

「受託計算」については「ソフトウエア開発」に含めて記載しております。

また、前第１四半期累計期間のセグメント情報は、当第１四半期累計期間の報告セグメントの区分に

基づき作成したものを開示しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額     22銭 1円41銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 1,051 6,791

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 1,051 6,791

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,806 4,806

　（注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月９日

株式会社昭和システムエンジニアリング

取締役会　御中

監査法人大手門会計事務所

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 武川　博一　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 木下　隆史　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社昭和シス

テムエンジニアリングの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第47期事業年度の第１四半期会計期間（平成24

年４月１日から平成24年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係

る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社昭和システムエンジニアリングの平成24年６月30日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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